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トラフグのイラストマー標識
放流した魚がどれだけ遠くに行くのか、また放流した魚が漁獲物の中にどれだけ含まれているかを調べることは栽培漁業の効果を確かめる上で最も重要なことです。
最近、体内にシリコン樹脂を埋め込むイラストマーという標識がトラフグに対し行われるようになりました。この標識だと魚体にかける負担が少なく、かなり小さな魚にもつけることができます。
三重、愛知、静岡の東海３県では、各水産試験場が（社）日本栽培漁業協会と共同して昨年から取り[image: image1]組んでいます。
標識作業その１
標識は一匹ずつ手作業でつけていきます。左の写真のように、数人が並び作業し、目標は全員で１日7,000尾。標識作業は、試験場、普及員、栽培センターや漁業者の協力で行いました。
目の前に並ぶ箱には自動でイラストマーを注入する器機が並んでいますが、当日は調子が悪くあまり働いてくれませんでした。器機で楽させてもらうほど進んだ技術じゃないんですよこれが。数ある標識の中でも「つけにくい」標識に属することは間違いないでしょう。
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標識作業その2
今回標識をつけたのは約５cmの魚ですが、これが30cm、40cmになっても外部から標識がわかるよう胸びれの付け根、皮一枚の所にイラストマーを注射器で注入します。魚が小さくなると非常に難しい作業ですが、５cm程度なら間違いなく狙ったところに注入できるようになります。人間の手というのはすばらしい性能を持っていることが改めて感じられました。
ちなみに、このフグは体をふくらませています。実は、体をふくらませることによって非常に標識がつけやすくなるのです。標識を素早くつけて行くには「いかに素早くフグをふくらまさせるか」が重要なポイントとなります。
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イラストマー
胸びれの付け根の緑色の点がイラストマーです。この場所なら、成長して漁獲されるようになっても標識が確認できるそうです。実際に昨年標識をつけたものが最近になって漁獲されており、１年で600g（全長30cm程度）と、天然魚並の成長をし、放流したトラフグは次の年の秋から延縄で漁獲されます。
イラストマーは蛍光入りで、特殊ライトをあてると光るため市場のチェック時にはその特殊なライトを持って研究員が調査して回るとのことです。もしそのような人を見かけたら「見えるかい？」と優しい声の一つでもおかけください。今年から調査を始めるとのことです。ちなみにイラストマーの色は、三重は緑、愛知は赤、静岡はオレンジ、黄の予定です（Ｈ13年度）。三重の緑はこれからも変わる予定はないとのこと。
